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1 はじめに
オンラインのサービスにおいて利用規約をユーザが読
んで正しく理解することは極めて重要である．しかし，
利用規約をきちんと読んだ上でサービスの利用を開始す
るユーザは極めて少ない [1]，そこで筆者らは，既存の
利用規約の表示手法を比較検討する実験を行い，既存の
表示手法にユーザの利用規約の読解を促進する効果が存
在するかを定量的に評価した [3]．結果，既存の表示手
法に読解を促進する効果を確認できず，利用規約に一般
的でない内容が含まれている場合，ユーザがそれを見逃
すリスクが高いこともわかった．
本知見を受け，ユーザが意図しない利用規約の内容を
見逃して不利益を被るリスクを低減するようなインタ
フェースの構築を目指し，インタフェースのプロトタイ
プを実装した．本プロトタイプは，現時点で [3]で構築し
た SocialNetの利用規約のページで動作するブラウザ拡
張機能である．今後，本ブラウザ拡張機能を様々なサー
ビスの利用規約のページで利用可能にすることを目指す．
本報告では，構築したプロトタイプおよび使用した技術
について述べ，今後の展望について論じる．

2 提案するインタフェースのプロトタイプ
図 1は提案するインタフェースのプロトタイプであり，
ブラウザ拡張機能として実装されている．利用規約の各
文を他サービスの利用規約文と比較し，類似度によって
色を変化させている．また，利用規約の各文にマウスポ
インタを合わせるとツールチップが表示され，注目して
いる文と類似していると判定された他サービスの利用規
約文などを確認することができる．
利用規約の各文の色は，他サービスの利用規約の各文
との類似度（コサイン類似度）を計算したとき，その最
大値が閾値（0.90）を上回る場合は緑，それを下回る場
合は黄，さらに小さな閾値（0.75）を下回る場合は赤と
している．他サービス利用規約のいずれの文との類似度
が小さな文を赤や黄で強調することによって，ユーザが
閲覧している利用規約のうち，他サービスの利用規約に
類似した内容が含まれない部分，すなわちユーザが意図
していない可能性が高い部分を見逃すリスクを減らすこ
とができると考えられる．
現時点の本ブラウザ拡張機能では，使用したいサービ
スと比較したい他サービスの利用規約の文章データを
手動で収集する必要がある（収集形式は同じ）．現在，

図 1 ブラウザ拡張機能の動作の様子．
LinkedInや Facebookを含む 17サービスの利用規約か
ら成る文章データを独自に収集して使用している．
文の類似度計算方法としては，Sentence BERT [2]に
よるベクトル化およびコサイン類似度の計算を採用して
いる．モデルはオンラインで入手可能な訓練済みモデル
を使用している．
3 今後の展望
現時点で本ブラウザ拡張機能は SocialNetでのみ動作
し，利用規約文を比較できる他サービスも 17サービス
に限られる．利用規約の収集などを自動化し，本ブラウ
ザ拡張機能を多くのサービスで利用可能にすることが最
初に求められる．また，文をベクトル化する際に訓練済
みモデルを使用しているが精度が十分であるとは言い難
い．利用規約の文章データを用いて精度向上を目指すこ
とも必要である．
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